
解 答
１ 下グラフ ６.９ ウ ２５ １００ ウ１ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ① ② 問６

音の鳴る回数を減らすために，おもり１個の時は糸の長さをかなり長くしなければならないが，おもりを２問７

個にするとその必要がなくなるため。

目盛りを最も小さくしたときでも，おもりＡが水平よりも下にならないようにするとよい。図６の②のとき問８

は，Ｂ×（２＋０.８）＝５×１４より，Ｂ＝２５ｇとなるので，Ｂを２５ｇより重くすればよい。

オ ア ウ Ａ・種子や実の表面にとげのようなものがあるつくり。２ 問１ Ａ Ｂ Ｃ 問２

Ｂ，Ｄ，Ｆ エ 落葉樹 イ問３ 問４ 問５ 問６

エ，カ ウ ウ ウ問７ 問８ 唄 欝 蔚

台風の目 台風の進む方向と同じ向きに風が吹き込み風力ガ強くなるから。３ 問１ 唄 欝

上昇 水蒸気 台風が上陸したとき・海水の温度が低くなったとき問２ １ ２唄 欝

風 弱い，小型，並 ウ ９３問３ 問４唄 欝 唄 欝

蒸留水 水酸化ナトリウム水溶液 塩酸 過酸化水素水４ 問１ ａ ｂ ｃ ｄ

鉄 砂糖 食塩 アルミニウム 石灰石 二酸化マンガン問２ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ア オ イ ウ，オ，ク エ，キ オ，カ ウ問３ ｘ ｙ ｚ 問４ ｘ ｙ ｚ 問５

ろうとの先はビーカーの内側のかべにつくようにする。問６

混合液はガラス棒に伝わらせて静かに注ぐ。

解 説

問１ おもりＡを「１２０」の位置に合わせると，１分間（６０秒間）１

で６０往復することになるので，１往復にかかる時間は，１秒間

（６０÷６０）になります。

問５・６ １分間に音がなる回数が になると，糸の長さは４倍（２×
２
１

２）になります。したがって，下表のようになります。

１分間に音がなる回数（回） １２０ ６０ ４０

糸の長さ（cm ） ２５ １００ ２２５）

問８ 目盛りを最も小さくしたとき（おもりＡが支点から最も遠いとき）は，おもりＡの支点からの距離が１４cm
きょ り

になります。また，おもりＢの重心の位置はおもりＢの中心で，支点からの距離が２.８cm（２＋０.８）のとこ

ろになります。おもりＡによる金属板を回転させようとするはたらきより，おもりＢによる回転させようとする

はたらきの方が大きいと振り子として左右に振れます。おもりＢの重さをＸｇとすると，２.８×Ｘ＝１４×５
ふ こ

より，Ｘ＝２５（ ）となり，Ｂの重さが２５ｇより重ければよいことになります。
２.８

１４×５

問１～６ 操作①で磁 石 につくのは鉄だけなので，Ａが鉄です。操作②で液体ａを加えると２種類の物質Ｂ・Ｃ４
そう さ じ しゃく

がとけて気体が発生しないので，液体ａは水で物質Ｂ・Ｃの食塩か砂糖になります。操作⑥より，黒くこげるの
さ とう

は砂糖なので，Ｂが砂糖で，Ｃが食塩になります。残った物質Ｄ・Ｅ・Ｆで１つだけ溶かすには操作③で加える
と

液体ｂは水酸化ナトリウム水溶液になります。水酸化ナトリウム水溶液はアルミニウムとだけ反応して，水素を

発生するので，気体ｘは水素になります。残った物質はＥとＦですが，これに塩酸を加えると石灰石だけが反応

し，二酸化炭素を発生します。したがって，液体ｃは塩酸で，気体ｙは二酸化炭素です。残った物質は二酸化マ

ンガンで黒い固体です。二酸化マンガンは過酸化水素水を加えると酸素が発生するので，気体ｚは酸素です。
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